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1. 目的  

 平成２３年６月２９日から平成２３年７月１４日にかけて、宮城県丸森町の筆甫小学校および耕野小学

校の校庭の除染を行った。その後の空間線量率の時間変化を調査する。 
 
2. 方法 

 宮城県筆甫小学校の校庭の空間線量率の時間変化を分析する。 
 
3．結果（２０１１年日本原子力学会秋の大会で発表） 

図１に、NaI放射線モニターで測定した宮城県筆甫小学校の校庭の空間線量率の時間変化を示す。除染し

た６月２９日以降は空間線量率（０．５ｍ）の値毎時０．７シーベルトが毎時０．２３シーベルトに減少

した。空間線量率は時間とともに減少していることが図から分かる。これはウェザリング効果と考えられ

る。 

 

図１ 丸森町筆甫小学校の空間線量率の時間変化 
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